
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供する走査手段と、
　前記画像データから画素濃度のヒストグラムを作成するヒストグラム作成手段と、
　前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒストグラムを原稿判別条件に基づいて
解析し、前記原稿の種類を判別する判別手段と、
　前記原稿のサイズを検知する検知手段と、
　前記検出手段から提供される前記原稿サイズに応じて、入力画像データを外部通信回線
に対して送信する通信手段と、
　前記走査手段から提供される前記画像データを画質モードに応じて処理し、処理された
画像を前記通信手段に転送する画像処理手段と、
　前記判別手段により判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理手段の前記画質モー
ドを自動的に設定する設定手段と、
　前記外部通信回線を介して前記通信手段に受信された画像データに基づいて画像を形成
する手段と、
を具備することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供する走査手段と、
　前記画像データを所定数の段階に濃度分割したヒストグラムを作成するヒストグラム作
成手段と、
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　前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒストグラムを解析し、原稿種類を文字
、写真、文字／写真の中の１つとして判別する判別手段と、
　前記原稿のサイズを検知する検知手段と、
　前記検知手段により検知された原稿サイズに基づいて、入力画像データを外部通信回線
に対して送信する通信手段と、
　前記走査手段から提供される前記画像データを画質モードに応じて処理し、処理された
画像を前記通信手段に転送する画像処理手段と、
　前記判別手段により判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理手段の前記画質モー
ドを設定する設定手段と、
　前記外部通信回線を介して前記通信手段に受信された画像データに基づいて画像を形成
する手段と、
を具備し、ファクシミリ送信時に、原稿毎に原稿の種類を判別し、前記画像処理手段の画
質モードの設定を切り換え、前記処理手段により処理された画像データを前記外部通信回
線に送信することを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記判別手段は、前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を加算し、
この加算値が第１所定値以上であって、中間濃度の各頻度値が全て第２所定値より小さい
場合、前記原稿を文字原稿と判断し、中間濃度の各頻度値に前記第２所定値より大きなも
のがある場合、前記原稿を文字／写真原稿と判断する手段を有することを特徴とする請求
項２記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記判別手段は、前記原稿が文字原稿と判断されたとき、前記原稿画像データの主走査
方向の黒画素のつながりを示す黒ラン長を計算し、前記黒ラン長の最大値に基づき前記原
稿の細密度を判断する手段を有することを特徴とする請求項３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記判別手段は、前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を加算し、
この加算値が第１所定値未満であって、前記ヒストグラムの所定濃度域での各頻度値が第
２所定値より全て大きい場合、前記原稿を写真原稿と判断し、前記ヒストグラムの前記所
定濃度域での各頻度値に前記第２所定値より小さいものがある場合、前記原稿を文字／写
真原稿と判断する手段を有することを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記設定手段により設定された前記画質モードを表示する表示手段、及び設定内容変更
するためのスイッチ手段を更に具備することを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項７】
　ファクシミリ送信時のモードを自動モード設定機能と手動機能を切り換え可能としたこ
とを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項８】
　原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供する走査手段と、
　前記画像データを所定数の段階に濃度分割したヒストグラムを作成するヒストグラム作
成手段と、
　前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒストグラムを解析し、原稿種類を判別
し、
　（ａ）前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を加算し、この加算値
が第１所定値以上であって、中間濃度の各頻度値が全て第２所定値より小さい場合、前記
原稿を文字原稿と判断し、中間濃度の各頻度値に前記第２所定値より大きなものがある場
合、前記原稿を文字／写真混在原稿と判別する第１判別手段と、
　（ｂ）前記原稿が文字原稿と判断されたとき、前記原稿画像データの主走査方向の黒画
素のつながりを示す黒ラン長を計算し、前記黒ラン長の最大値に基づき前記原稿の細密度
を判別する第２判別手段と、
　（ｃ）前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を加算し、この加算値
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が第１所定値未満であって、前記ヒストグラムの所定濃度領域での各頻度値が第３所定値
より全て大きい場合、前記原稿を写真原稿と判断し、前記ヒストグラムの前記所定濃度域
での各頻度値に前記第３所定値より小さいものがある場合、前記原稿を文字／写真混在原
稿と判別する第３判別手段とを含む判別手段と、
　前記走査手段から提供される前記画像データを画質モードに応じて処理する画像処理手
段と、
　前記判別手段により判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理手段の前記画質モー
ドを設定する設定手段と、
　前記画像処理手段により処理された画像データに対応する画像を形成する手段と、
を具備することを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は複写機等の画像形成装置に関し、特にファクシミリ機能を有する画像形成装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
デジタル複写機の複合機としてファクシミリ機能をもった製品がすでに各社から発表され
ている。このファクシミリ機能のうち、画像データを送信する場合はファクシミリ機能部
の設定として、送信する相手先と画像処理の画質モードと送信する解像度と送信サイズの
設定をユーザーが手動で設定するものであった。
【０００３】
又、設定した内容が送信先の機器で対応していない場合は、ファクシミリ送信処理部で解
像度と送信サイズを再変換したあとに送信している。又、ヒストグラムの作成方法につい
ては、自動濃度調整としてレンジ補正機能を有する装置が開発されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来のファクシミリ機能をもったデジタル複写機で、画像データを送信する場合、ファク
シミリ機能部の設定として、送信する相手先の画像処理の画質モードと、送信する解像度
と送信サイズの設定をユーザーが手動で設定する必要があり面倒な操作が必要であった。
特に、文字原稿と写真原稿と細字文字（小さい文字）原稿等の各種の原稿を同時に送信し
たい場合は、各原稿単位にこれらの送信モード設定をする必要があった。
【０００５】
又、ファクシミリ送信時の各種モード設定が手動の設定のため、設定ミスや設定忘れを起
こす恐れがあった。
【０００６】
従って本発明の目的は、原稿種類による画質モードと解像度を自動的に切り換えれファク
ス送信する機能を有するデジタル画像形成装置を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明による画像形成装置は、原稿を走査し原稿画像に対
応する画像データを提供する走査手段と、前記画像データから画素濃度のヒストグラムを
作成するヒストグラム作成手段と、前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒスト
グラムを原稿判別条件に基づいて解析し、前記原稿の種類を判別する判別手段と、前記原
稿のサイズを検知する検知手段と、前記検出手段から提供される前記原稿サイズに応じて
、入力画像データを外部通信回線に対して送信する通信手段と、前記走査手段から提供さ
れる前記画像データを画質モードに応じて処理し、処理された画像を前記通信手段に転送
する画像処理手段と、前記判別手段により判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理
手段の前記画質モードを自動的に設定する設定手段と、前記外部通信回線を介して前記通
信手段に受信された画像データに基づいて画像を形成する手段とを具備する。
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【０００８】
　又、本発明による画像形成装置は　原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供
する走査手段と、前記画像データを所定数の段階に濃度分割したヒストグラムを作成する
ヒストグラム作成手段と、前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒストグラムを
解析し、原稿種類を文字、写真、文字／写真の中の１つとして判別する判別手段と、前記
原稿のサイズを検知する検知手段と、
　前記検知手段により検知された原稿サイズに基づいて、入力画像データを外部通信回線
に対して送信する通信手段と、前記走査手段から提供される前記画像データを画質モード
に応じて処理し、処理された画像を前記通信手段に転送する画像処理手段と、前記判別手
段により判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理手段の前記画質モードを設定する
設定手段と、前記外部通信回線を介して前記通信手段に受信された画像データに基づいて
画像を形成する手段とを具備し、ファクシミリ送信時に、原稿毎に原稿の種類を判別し、
前記画像処理手段の画質モードの設定を切り換え、前記処理手段により処理された画像デ
ータを前記外部通信回線に送信する。
【０００９】
　前記判別手段は、前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を加算し、
この加算値が第１所定値以上であって、中間濃度の各頻度値が全て第２所定値より小さい
場合、前記原稿を文字原稿と判断し、中間濃度の各頻度値に前記第２所定値より大きなも
のがある場合、前記原稿を文字／写真原稿と判断する手段を有する。
【００１０】
又、本発明による画像形成装置は、原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供す
る走査手段と、前記画像データを所定数の段階に濃度分割したヒストグラムを作成するヒ
ストグラム作成手段と、前記ヒストグラム作成手段から提供される前記ヒストグラムを解
析し、原稿種類を判別し、（ａ）前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度
値を加算し、この加算値が第１所定値以上であって、中間濃度の各頻度値が全て第２所定
値より小さい場合、前記原稿を文字原稿と判断し、中間濃度の各頻度値に前記第２所定値
より大きなものがある場合、前記原稿を文字／写真原稿と判別する第１判別手段と、（ｂ
）前記原稿が文字原稿と判断されたとき、前記原稿画像データの主走査方向の黒画素のつ
ながりを示す黒ラン長を計算し、前記黒ラン長の最大値に基づき前記原稿の細密度を判別
する第２判別手段と、（ｃ）前記原稿下地濃度付近の頻度値と、文字濃度付近の頻度値を
加算し、この加算値が第１所定値未満である場合、前記ヒストグラムの所定濃度領域での
各頻度値が第３所定値より全て大きい場合、前記原稿を写真原稿と判断し、前記ヒストグ
ラムの前記所定濃度域での各頻度値に前記第３所定値より小さいものがある場合、前記原
稿を文字／写真原稿と判別する第３判別手段とを含む判別手段と、前記走査手段から提供
される前記画像データを画質モードに応じて処理する画像処理手段と、前記判別手段によ
り判別された原稿の種類に応じて、前記画像処理手段の前記画質モードを設定する設定手
段と、前記画像処理手段により処理された画像データに対応する画像を形成する手段とを
具備する。
【００１１】
又、本発明による画像形成方法は、原稿を走査し原稿画像に対応する画像データを提供し
、前記画像データに基づいて前記原稿の種類を判別し、前記判別手段により判別された原
稿の種類に応じて前記画像データを処理し、処理された画像データを提供し、前記処理さ
れた画像データを外部通信回線に対してファクシミリ送信し、前記外部通信回線を介して
受信された画像データに基づいて画像を形成する工程を有する。
【００１２】
従って、プリスキャン処理として、送信サイズとヒストグラムと最大黒ラン長を求め、求
めた値に基づいて原稿の種類が判別される。ファクシミリ機能を用いて様々な種類の原稿
を送信する場合でも、ユーザーはファクシミリ送信に必要な各モードを設定することなく
、送信相手先の設定をするだけで、最適な画像処理モードと、ファクシミリ送信の解像度
と、送信サイズの設定が原稿毎に自動的に行われる。
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【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の一実施例について図面を参照して説明する。図２は本発明が適用される
画像形成装置の概略構成を示す。この画像形成装置は原稿を読取るスキャナ部１と、スキ
ャナ部１又は図示しない外部装置から供給される画像信号に応じて用紙上に画像を形成す
るプリンタ部２とから構成されている。
【００１４】
スキャナ部１は、複写すべき原稿が載置される原稿台１１７、原稿台１１７上に載置され
た原稿を押える開閉自在な原稿カバー１０９、原稿台１１７上に載置された原稿を照明す
る光源としての蛍光灯３、蛍光灯３からの光照射による原稿からの反射光を光電変換する
光電変換手段としてのＣＣＤ形ラインセンサ４を有している。なお、蛍光灯３には、その
管壁を一定温度に加熱するための加熱手段としての図示しないランプヒータが設置されて
いる。又、原稿台１１７には、原稿を載置する原稿ガラス９２と原稿を突き当てて原稿位
置を測る原稿スケール９１とが設けられている。
【００１５】
蛍光灯３の側方には、蛍光灯３からの光を原稿に効率良く収束させるためのリフレクタ１
１５が配設されている。又、蛍光灯３とラインセンサ４との間には、原稿からラインセン
サ４へ向かう光、すなわち、原稿からの反射光が通過される光路を折曲げるための複数の
ミラー１１２～１１４、及び上記反射光をラインセンサ４の受光面に集束させるためのレ
ンズユニット１１６などが配設されている。
【００１６】
原稿台１１７上に載置された原稿は、蛍光灯３、及びミラー１１２～１１４からなる走査
系が原稿台１１７の下面に沿って矢印ａ方向に往復動移動することにより、その往復時に
露光走査される。この場合、ミラー１１３、１１４は光路長を保持するように、ミラー１
１２の１／２の速度にて移動する。
【００１７】
上記走査系の走査による原稿からの反射光、つまり、蛍光灯３の光照射による原稿からの
反射光は、ミラー１１２～１１４によって反射された後、レンズユニット１１６を通り、
ラインセンサ４に導かれ、原稿の像がラインセンサ４の受光面に結像される。
【００１８】
なお、蛍光灯３、ラインセンサ４、ミラー１１２～１１４、及び、レンズユニット１１６
によって走査ユニット１０８が構成されている。そして、蛍光灯３、リフレクタ１１５、
及びミラー１１２は第１キャリッジ１１１に設けられ、ミラー１１３，１１４は第２キャ
リッジ１１０に設けられ、これらのキャリッジ１１１，１１０はそれぞれ図示しないモー
タによって移動される。
【００１９】
プリンタ部２は像担持体としての感光体ドラム６を有し、この感光体ドラム６は円筒状で
あって、図示しないモータなどによって所望の方向に回転可能に構成され、所望の電位に
帯電されるとともに、プリントデータに応じて変調されたビーム光が照射されることによ
り静電潜像が形成される。
【００２０】
感光体ドラム６の周囲には、感光体ドラム６の表面を帯電する帯電装置１０２、感光体ド
ラム６の表面に複写あるいは出力すべき画像情報としてのプリントデータに応じて変調さ
れたレーザビーム光を出力するレーザユニット５、レーザユニット５からのビーム光によ
って感光体ドラム６上に形成された静電潜像にトナーを付着せしめることで現像する現像
装置７、現像された感光体ドラム６上のトナー像を、後述する給紙部９から供給される用
紙上に転写する転写装置１０５、及び感光体ドラム６上に吸着した用紙を剥離する剥離装
置１０６などが順に配設されている。
【００２１】
感光体ドラム６の周囲であって、剥離装置１０６よりも下流側には、感光体ドラム６の表
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面に残ったトナーを除去するクリーナユニット１０４、及び、感光体ドラム６上の電位を
次の画像形成のために消去する消去装置１０７が順に配設されている。
【００２２】
現像装置７と転写装置１０５との間には、感光体ドラム６上に形成されたトナー像を転写
するための用紙を、感光体ドラム６と転写装置１０５との間に向かって供給する給紙部９
が設けられている。
【００２３】
トナー像が転写された用紙が感光体ドラム６から剥離装置１０６で剥離される方向には、
用紙にトナー像を定着させるための定着装置８、及び、剥離装置１０６で剥離された用紙
を定着装置８に向かって搬送するための搬送装置１０３が配設されている。
【００２４】
定着装置８でトナー像が定着された用紙は、排紙ローラ１１９によって排紙トレイ１０に
排出される。
【００２５】
図３は、上記画像形成装置の制御系の概略構成を示すブロック図である。この装置は、主
ＣＰＵ１１、コントロールパネルＣＰＵ１２、スキャナＣＰＵ１３、及びプリンタＣＰＵ
１４によって制御されている。主ＣＰＵ１１は、コントロールパネルＣＰＵ１２、スキャ
ナＣＰＵ１３、及びプリンタＣＰＵ１４と通信してこれらを制御している。
【００２６】
コンパネ（コントロールパネル）ＣＰＵ１２は、ＲＯＭ１５とＲＡＭ１６と接続され、こ
れらのデータをもとにコンパネ１７上のスイッチの検知、ＬＥＤの点灯、消灯、表示器の
制御等を行っている。スキャナＣＰＵ１３は、主ＣＰＵ１１との通信によりコントロール
されておりＲＯＭ２１、ＲＡＭ２２のデータをもとに、図示しないモータ、ソレノイド等
のメカコン（メカニカルコンポーネント）２３の制御、ＡＤＦ（オートドキュメントフィ
ーダ）２４、エディタ２５、Ａ／Ｄ（アナログ・デジタル変換回路）２６、ＳＨＤ（シェ
ーディング補正回路）２７、ラインメモリ２８等の制御を行っている。
【００２７】
プリンタＣＰＵ１４は、主ＣＰＵ１１との通信によりコントロールされておりＲＯＭ３１
、ＲＡＭ３２のデータをもとに、図示しないモータ、ソレノイド等のメカコン３３の制御
、ソータ３４、ＬＣＦ（ラージカセットフィーダ）３５、レーザ変調回路３６、レーザド
ライブ回路３７等の制御を行っている。
【００２８】
主ＣＰＵ１１はＲＯＭ４１とＲＡＭ４２に格納された制御プログラムに従って、画像形成
装置を総合的に制御する。データ切り替え及びバッファメモリ４３はスキャナ部１で読取
ったデータをどこへ送るか、又、プリンタ部２へはどのデータを送るのかの切り替え及び
バッファリングを行う。画像処理部４４には画像データからヒストグラムを作成し、その
ヒストグラムを基に画像データを補正する回路、及び本発明による自動濃度調整部が設け
られている。圧縮伸張回路４５は画像データの圧縮伸張を行い、ページメモリ回路４６は
画像データをページ毎に蓄える。
【００２９】
ディスプレイメモリ４８はディスプレイ４７上へ表示される画像のデータを格納し、プリ
ンタコントローラ５０はパソコン（パーソナルコンピュータ）４９からのコードデータを
画像データに展開する。ディスプレイフォントＲＯＭ５１はディスプレイメモリ４８上に
コードデータを展開し、プリントフォントＲＯＭ５２はページメモリ４６上にコードデー
タを展開し、圧縮メモリ５３は圧縮伸張回路４５により圧縮されたデータを蓄える。主Ｃ
ＰＵ１１には以上説明したコンポーネントの他、ハードディスクドライブ５４、光ディス
クドライブ５５、ファクシミリ処理部５６とのインターフェースを行うＩ／Ｆコントロー
ラ５７が接続されている。ファクシミリ処理部５６は、処理された画像データを本装置に
接続された外部通信回線（図示されず）に転送し、又は外部通信回線からの画像データを
入力する。
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【００３０】
図４は画像処理部４４の概略構成を示すブロック図である。ヒストグラム作成回路８０は
スキャナ部１からの画像データから濃度ヒストグラムを作成する。補正基準値算出部８１
はヒストグラム作成回路８０で作成されたヒストグラムに基づいて補正基準値（後述）を
算出する。レンジ補正回路８２は補正基準値算出部８１からの補正基準値を用いて濃度レ
ンジ（後述）を補正し、リアルタイムに自動濃度調整を行なう。
【００３１】
タイミング信号発生部８３はクロック発生部８４からのクロック信号に基づいて、画像処
理部４４内の各ブロックに必要な各種タイミング信号を発生する。画質改善回路８５はロ
ーパスフィルタ及び高域強調回路などが含まれ、レンジ補正回路８２によりレンジ補正さ
れた画像の画質を更に改善する。拡大／縮小回路８６は必要に応じて画像を拡大／縮小し
、階調処理回路８７はディザ法又は誤差拡散法を用いて画像の階調を処理する。このよう
にして処理された画像信号はプリンタ部２に送られ画像が形成される。
【００３２】
図５は、ヒストグラム作成回路８０により作成される濃度ヒストグラムの概略を示す。例
えば、Ａ４の１枚の画像を読込む場合、４００ dpi で読込んだとすると、全画素数Ｇは次
のようになる。
【００３３】
Ｇ＝２１０×２９７×（４００／２５．４） 2  

この画素数Ｇの各画素は濃度を有し、ここでは、その濃度を８ビットにて表現する。図５
（ａ）における横軸は、この濃度即ち画素値を示し、縦軸はその濃度に対し、どの濃度の
画素が何個存在したかを示す頻度（画素数）である。
【００３４】
図５（ａ）に示すように本実施例では濃度を１６に分割し２５６段階の濃度を１６段階に
簡略化ている。即ち８ビットの画素値の内、下位４ビットは無視される。１６分割を採用
することによりハードウエアは大幅に簡略化される。１６分割でもヒストグラムとして必
要な情報量は、自動濃度調整機能においては十分確保されている。図５（ｂ）は均等１６
分割の仕方を示し、分割番号０は画素値０～Ｆの範囲、分割番号１は画素値１０～１Ｆの
範囲、以下同様に分割番号Ｆまで画素値範囲が設定される。
【００３５】
次に、補正基準値算出部８１及びレンジ補正回路８２のレンジ補正について説明する。レ
ンジ補正はアナログ複写機における自動露光機能での下地カット等に使用される機能であ
る
一般に、原稿をデジタル的に読取り、濃度ヒストグラムを作成すると図６（ａ）のように
なる。新聞のような原稿の場合、下地濃度がかなりあるので図６（ａ）のＭで示すように
下地濃度部分に山が１つでき、Ｎのように文字濃度部分にも１つの山ができる。ここで、
アナログ複写機では、露光ランプを制御して下地濃度部を排除できるが、デジタル複写機
では、それができないので下記のような方法で同様の効果を得ている。
【００３６】
簡単な例で説明すると、図６（ａ）に示すＭの山とＮの山のピークポイントに対応する濃
度Ｄ W とＤ B を求め、下記の計算を行なうことにより、濃度ヒストグラムを図６（ｂ）に
示すような分布に変換する。ここで、濃度Ｄ W とＤ B は補正基準値と呼ばれ、ヒストグラ
ム作成回路８０が作成した各走査ラインでのヒストグラムを基に補正基準値算出部８１が
算出する。
【００３７】
Ｄ N ＝（Ｄ I －Ｄ W ）×ＦＦ H ／（Ｄ B －Ｄ W ）
ここでＤ I は入力画素濃度、Ｄ N は補正された画素濃度、ＦＦ H は最高画素濃度である。
すなわち、図６（ａ）におけるＭ～Ｎ間のレンジ（濃度幅）は０～ＦＦｈのレンジに広げ
られる。
【００３８】
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次に、ヒストグラム作成方式を概説する。下記式は本発明におけるヒストグラム作成の基
本計算式であり、ヒストグラムは主走査ライン毎に作成される。１ラインのヒストグラム
作成処理が終るごとにレンジ補正の基準値を求め、その基準値を基にレンジ補正処理を行
なっている。又、ヒストグラムを構成する総データ数は常に一定の値である。
【００３９】
Ａ´＝Ａ－αＡ＋αＢ
ここで、　　　Ａ´：現ラインの各濃度に対応する補正された頻度（画素数）
Ａ　：前ラインまでに計算された各濃度に対応する頻度
Ｂ　：現ラインの各濃度に対応する頻度
α　：重み係数
重み係数αは、各ラインで累積される頻度値に掛ける値で、ヒストグラムに対する寄与率
を示している。このαの値は図７に示すように、ライン数に対応して設定され、１４値（
２のべき乗分の１）すなわち、１，１／２，１／４，１／８，１／１６，１／３２，……
，１／２０４８，１／４０９６，１／８１９２（＝１／２ 1 3）の中から選択される。
【００４０】
次にヒストグラム作成回路８０について説明する。ヒストグラム作成回路８０は、第１に
１ライン読取り中に、入力画素毎にＡ´＝（Ａ´）＋αＢを計算し、第２に１ライン読取
りから次のライン読取りの間、即ち画素濃度が入力されていないとき、前記ヒストグラム
の各濃度の頻度について（Ａ´）＝Ａ－αＡを計算する。このようにしてヒストグラム作
成回路８０は、現ラインに関する補正された頻度値　Ａ´＝Ａ－αＡ＋αＢを生成する。
このようにして作成されたヒストグラムから、補正基準値算出部８１によりレンジ補正用
の基準値が算出される。
【００４１】
又、ヒストグラム作成には２モード、モード０及びモード１が提供され、必要に応じて一
方のモードが選択される。
【００４２】
モード０：副走査ライン数に依存した重み付け係数変動加算モード
モード１：入力画素に対する重み付け係数一定加算モード
モード０は、前述したように主走査ラインのカウント数に応じて係数αの値を変化させ、
ヒストグラムを作成する。モード１は、主走査ラインのカウント値に関係なく、係数を一
定としてヒストグラムを作成する。
【００４３】
図８はヒストグラム作成回路８０の詳細な構成を示すブロック図である。スイッチ６２の
一方の端子にはスキャナ部１からの画素濃度信号ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７が入力され、カ
ウンタ６３からの出力データ信号ＣＤＴ００～ＣＤＴ０３が他方の端子に入力される。ス
イッチ６２は又、タイミング信号発生部８３からの選択信号に応じてどちらかの入力信号
を選択し、選択後の信号ＳＬＤＴ０～ＳＬＤＴ３をセレクタ６６とクロック発生部６４へ
出力する。ここで画素濃度信号ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７は、画素濃度の上位４ビットであ
り、ＩＤＡＴ０～３は前述された理由により無視される。タイミング信号発生部８３から
のタイミング信号ＣＴＬ０は各ラインの間、即ち画素濃度信号が読み込まれていないとき
ハイレベルとなり、スイッチ６２はカウンタ６３からの信号を選択し出力する。
【００４４】
カウンタ６３は、（Ａ´）＝Ａ－αＡを計算する時にクロック発生部６４及びセレクタ６
６に必要な値（カウント値）を供給する。カウンタ６３は前述の画素濃度信号が読み込ま
れていないとき、クロック発生部６４の１６の出力が順番に選択されて発生するための４
ビットカウント値を発生する。カウンタ６３はタイミング信号発生部８３からカウンタク
ロック信号ＣＴ１ＣＫが入力され、タイミング信号発生部８３からのカウンタクリア信号
ＣＴ１ＣＬによりクリアされる。カウンタクリア信号ＣＴ１ＣＬは画素濃度信号が読み込
まれているときローレベルとなり、カウンタ６３をクリアする。
【００４５】
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クロック発生部６４は選択入力信号ＳＬＤＴ０～３に応じて、１６の出力ＦＣＫ０～Ｆの
１出力を入力クロック信号ＭＣＫの周期で選択し出力する。図９はクロック発生部６４の
入出力信号の関係を示す。
【００４６】
ヒストグラムレジスタ（フリップフロップ）６５ 1  ～６５ F  は各画素濃度に対する補正さ
れた頻度（ＷＤＡＴ）を、入力クロック信号ＦＣＫ０～Ｆの立ち上がり時にラッチし出力
する。入力信号ＷＤＡＴは前述のＡ’－αＡ又は（Ａ’）＋αＢである。ヒストグラムレ
ジスタ６５ 1  ～６５ F  からの補正された頻度信号Ｈ０～ＨＦは、補正基準値算出部８１へ
も出力される。
【００４７】
セレクタ６６は、ヒストグラムレジスタ６５ 1  ～６５ F  からの１６段階の各濃度Ｈ０～Ｈ
Ｆに対応した頻度（画素数）が入力され、スイッチ６２からの入力信号ＳＬＤＴ０～ＳＬ
ＤＴ３に応じて、Ｈ０～ＨＦの１６データ（各々バス幅２６ビット）のうち１データを選
択し信号ＨＳＤＴを出力する。
【００４８】
副走査ライン数カウンタ７６は図１５のタイミングチャートに示すように、タイミング信
号発生部８３からのライン同期信号ＨＤＥＮが入力され、カウント値信号ＦＤＡＴ００～
ＦＤＡＴ１２をクロック発生部７５へ出力し、主ＣＰＵ１１からのクリア信号ＣＲＳＴに
よって、原稿１ページが走査される毎にクリアされる。
【００４９】
クロック発生部７５は、副走査ライン数カウンタ７６からの出力信号ＦＤＡＴ０～ＦＤＡ
Ｔ１２、及びスキャナ部１からの画素同期クロック信号ＧＣＫが入力され、信号ＨＣＫを
カウンタ７４及び加算値生成部７１へ出力する。クロック発生部７５は、信号ＦＤＡＴの
値が１，３，７，Ｆ，１Ｆ，３Ｆ，７Ｆ，１ＦＦ，３ＦＦ，７ＦＦ，ＦＦＦ，１ＦＦＦの
いづれかのときに、入力画素同期クロック信号の１クロックを出力する。クロック発生部
７５は、アンド回路で構成され、ライン数信号ＦＤＡＴが全て”１”のとき、即ちＦＤＡ
Ｔ＝１，３（１１），７（１１１）、Ｆ（１１１１）…のとき、１クロックを出力する。
【００５０】
カウンタ７４は、クロック発生部７５からのクロック信号ＨＣＫが入力され、モード０の
ときカウント値信号ＣＤＴ２０～ＣＤＴ２３をセレクタ６８へ出力する。カウンタ７４も
主ＣＰＵ１１からのクリア信号ＣＲＳＴによってページ毎にクリアされる。カウント値Ｃ
ＤＴ２０～ＣＤＴ２３は図７のようにαを選択するための値である。
【００５１】
固定係数値レジスタ７８はモード１のときの固定係数値を出力する。スイッチ７９はＣＰ
Ｕ１１からのモード信号ＳＬ１に応じて切り替わり、モード０のときカウンタ７４側に設
定され、モード１のときレジスタ７８側に設定される。
【００５２】
減算値生成部６７は、（Ａ´）＝Ａ－αＡを計算する際の”αＡ”を出力する。減算値生
成部６７は、セレクタ６６からの出力信号ＨＳＤＴが入力され、信号ＨＳＤＴを２のべき
乗で除算した値を生成する（信号ＨＳＤＴをシフトする）。
【００５３】
セレクタ６８は各ラインの間、即ち画素信号が読み込まれていないときに行なわれる演算
（Ａ´）＝Ａ－αＡの”αＡ”を、入力信号ＳＳＬ０～ＳＳＬ３に応じて決定する。すな
わち、セレクタ６８は入力信号ＳＳＬ０～ＳＳＬ３の値が”１”の場合は（信号ＨＳＤＴ
の値）／２、入力値が”２”の場合は（信号ＨＳＤＴの値）／２ 2  、……、入力値がＣの
場合は（信号ＨＳＤＴの値）／２ 1 3を出力する。
【００５４】
減算部７０は、減算（Ａ´）＝Ａ－αＡを行なう。減算部７０は、セレクタ６６からの濃
度信号ＨＳＤＴ（上式のＡ）が入力され、セレクタ６８からの減算数信号ＳＤＴ（上式の
αＡ）が入力され、その減算結果として信号ＹＤＡＴが出力される。
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【００５５】
加算値生成部（シフトレジスタ）７１は、Ａ´＝（Ａ´）＋αＢを計算する際の「αＢ」
を生成する。加算値生成部７１は、クロック発生部７５からのクロックの信号ＨＣＫが入
力されて信号ＸＤＡＴを加算部６９へ出力する。加算値生成部７１も又、主ＣＰＵ１１か
らのクリア信号ＣＲＳＴによってページ毎にクリアされる。図１０は、加算値生成部７１
の出力例を示すもので、クリア信号ＣＲＳＴの入力時にイニシャル値出力２０００Ｈで、
その後クロック発生部７５からのクロック信号ＨＣＫが入る毎に現状値の１／２を出力す
る。この出力は１６進数であるので、例えば現状値２０００Ｈの１／２は１０００Ｈとな
り、現状値１０００Ｈの１／２は８００Ｈとなる。図１１は、信号ＦＤＡＴの変化に対応
する各信号の変化を示す。
【００５６】
加算部６９は、加算Ａ´＝（Ａ´）＋αＢを行なう。加算部６９は、セレクタ６６からの
頻度信号ＨＳＤＴ、及び加算値生成部７１からの加算データの信号ＸＤＡＴが入力され、
その加算結果として信号ＺＤＡＴを出力する。図１１は、信号ＺＤＡＴの加算例を示すも
のである。
【００５７】
スイッチ７７は、（Ａ´）＝Ａ－αＡとＡ´＝（Ａ´）＋αＢの演算の切換えを行なう。
スイッチ７７の一方の端子には、加算部６９からの加算結果信号ＺＤＡＴが入力され、及
び減算部７０からの減算結果信号ＹＤＡＴが他方の端子に入力され、選択信号ＣＴＬ１に
応じて一方の入力を選択し、選択結果信号ＷＤＡＴをヒストグラムレジスタ６５ 1  ～６５

F  へ出力する。
【００５８】
次に、図８に示す構成によるヒストグラムの作成を図１３、図１４、図１５のタイミング
チャートを参照して説明する。
【００５９】
図１３は１ライン読取り中に、入力画素毎にＡ´＝（Ａ´）＋αＢを計算するときの様子
を示すタイミングチャートである。信号ＭＣＫはメインクロックで、画素信号に同期して
いる。信号ＶＤＥＮはページ同期信号で、信号ＨＤＥＮはライン同期信号である。スキャ
ナ部１からの画素濃度信号ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７は、画素濃度の上位４ビットであり、
スイッチ６２へ入力される。副走査有効信号ＣＴＬ０はこの場合イネーブル（ローレベル
）であり、スイッチ６２は、入力ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７をセレクタ６６及びクロック発
生部６４へ送る。
【００６０】
セレクタ６６は画素信号ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７即ち選択入力信号の値に応じて、ヒスト
グラムレジスタ６５ 1  ～６５ F  の出力（頻度）を選択し、選択された頻度信号ＨＳＤＴを
出力する。信号ＨＳＤＴは加算部６９でライン数に応じて重み付けされる係数（ＸＤＡＴ
）が加算される。スイッチ７７はこの場合入力信号ＣＴＬ１により加算部６９側に設定さ
れているので、加算結果信号ＺＤＡＴはヒストグラムレジスタ６５ 1  ～６５ F  へ戻る。
【００６１】
次にクロック発生部６４は、画素信号ＩＤＡＴ４～ＩＤＡＴ７に応じてクロック信号ＦＣ
Ｋ０～ＦＣＫＦを出力する。各ヒストグラムレジスタ６５ 1  ～６５ F  は各クロック信号Ｆ
ＣＫ０～ＦＣＫＦの立ち上がりで、スイッチ７７の出力信号ＷＤＡＴの値を各々ラッチ即
ち格納する。１ラインの各画素につき、上記処理が行われることにより、１ラインのヒス
トグラムが生成され、画素濃度調整用の基準値が算出され、その基準値は次ラインでの処
理に利用される。
【００６２】
次に、１ライン読取りから次のライン読取りの間、即ち画素濃度信号が入力されていない
とき、ヒストグラムの各濃度の頻度について（Ａ´）＝Ａ－αＡを計算する。
【００６３】
図１４はその減算処理の様子を示すタイミングチャートである。スイッチ６２は選択信号
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ＣＴＬ０によりカウンタ６３側へ切換えられ、スイッチ７７は選択信号ＣＴＬ１により減
算器７０側へ切換えられる。セレクタ６８は、副走査カウンタ数によって決まる係数（モ
ード０時）又は固定係数（モード１時）にて、各々のヒストグラム値を減算する。この減
算動作が終った後、通常のヒストグラム作成動作に移る。上述したような動作を繰り返す
ことにより、モードを０に設定した場合、各主走査ラインを読み込む度に総データ量一定
のヒストグラムが作成される。尚、モードを１に設定し、重み付け係数を固定にした場合
には、原稿画像の急激な濃度変化にも対応したヒストグラムが得られる。
【００６４】
以下に、本発明によるファクシミリ自動モード設定送信の機能について説明する。通常、
前記のヒストグラムは各走査ラインの読み取り毎にレンジ補正回路８２で使用されている
が、本実施例では、原稿の全ての走査ライン読み取り後のヒストグラム処理結果、即ち最
終走査ラインで得られたヒストグラムを利用する。尚、このファクシミリ自動モード設定
送信機能はプログラムとして、例えばＲＯＭ４１に格納されている。
【００６５】
先ず、ファクシミリ送信する相手先のファクス番号等を通常のように設定する。原稿画像
データを読み取る前にプリスキャンし、原稿のヒストグラム処理と黒ライ長処理と原稿サ
イズ検知を行い、これらプリスキャン処理の結果を基にして画像種類の判別を行う。但し
、ページ画像を保管可能なメモリがある場合は、プリスキャン動作はせず、スキャン動作
は一度だけで画像データをメモリに入れておき、後で処理することもできる。
【００６６】
原稿種類の判別処理では、ヒストグラムと黒ラン長の処理結果から、各原稿種類の判別条
件に従って原稿の種類が判別される。プリスキャン処理におけるヒストグラム作成動作に
より求められた各画素濃度に対応する頻度（以下、単にヒストグラム値と記載）は前記の
ヒストグラムレジスタ６５ 1  ～６５ F  からＣＰＵアクセスにより読み出す。
【００６７】
又、黒ラン長結果は、黒ラン長の最大値検出処理により求めた値を黒ラン長レジスタ（こ
の黒ラン長レジスタを含め、以下に説明されるレジスタは全て画像処理ＡＳＩＣ内に設け
られる）からＣＰＵアクセスにより読み出す。黒ラン長の最大値検出処理は、原稿判別の
補正処理として行うもので、原稿の走査ラインの黒画素のつながり（ラン）の最大の長さ
（画素数）を求める処理であり、原稿の全ラインのデータの最大値を保持する。
【００６８】
但し、前ラインの黒ラン長を参照して処理させて、罫線などの部分はキャンセルするよう
にしてある。又、黒ラン長の最大値検出処理は、回路規模の制約によりオーバーフロー処
理など（８ビット幅）を設け、ビット制限することも考えられる。
【００６９】
次に、原稿種類の判別方法を図１６～図１８を参照して説明する。先ず、図１６のような
文字原稿（らしい）の判別を行う。文字原稿らしさの判別は、文字らしさの条件を満たす
原稿の場合、文字らしいと判別し、更に中間濃度部の大きさにより、文字原稿と文字／写
真原稿を判別をする。文字らしさの判別条件は、下地ピークＰ１［ｉ］と前後の分割番号
Ｐ１［ｉ－１］，Ｐ１［ｉ＋１］と、文字ピークＰ２［ｉ］と前後の分割番号Ｐ２［ｉ－
１，Ｐ２［ｉ＋１］の頻度の総和が全体に対してどのくらいの割合かを求める。
【００７０】
文字らしさの条件レジスタとして、文字頻度判定閾値を設け、上記の総和が文字頻度判定
閾値（Ｃｔｈ）以上の場合、文字らしいと判定する。
【００７１】
ＷＡ１＝Ｐ１［ｉ－１］＋Ｐ１［ｉ］＋Ｐ１［ｉ＋１］
ＷＡ２＝Ｐ２［ｉ－１］＋Ｐ２［ｉ］＋Ｐ２［ｉ＋１］
ＷＡ＝ＷＡ１＋ＷＡ２
ＷＡ≧Ｃｔｈの場合、文字らしい原稿と判別する。これ以外の場合、文字らしくない原稿
と判別する。
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【００７２】
文字らしい原稿の場合は、次に、中間濃度範囲の処理レジスタとして、中間濃度判定閾値
レジスタを設け、中間濃度範囲Ａの判別条件により、文字原稿と文字／写真原稿を判別す
る。中間濃度範囲Ａの判別条件は、下地ピーク濃度より３分割大きい番号Ｐ１［ｉ＋３］
から文字ピーク濃度より３分割小さい番号Ｐ２［ｉ－３］の間で、中間濃度判定閾値Ｐｔ
ｈ（頻度）を基に判別する。
【００７３】
中間濃度範囲Ａ内の全てのヒストグラム値がＰｔｈより小さい場合、文字原稿と判別する
。これ以外の場合、文字／写真原稿と判別する。
【００７４】
更に、文字と判定した原稿は、画像細密度の判定、即ち細字文字原稿の判定を行う。細字
文字原稿の判定は、ファクシミリ送信の解像度設定をするために必要である。この解像度
の設定には標準と高精細があり、細字文字原稿と判定された場合、解像度は高精細に設定
される。
【００７５】
細字文字原稿の条件判定は、条件レジスタとして黒幅判定係数及び黒ラン長閾値レジスタ
を設け、文字ピーク濃度の前後３分割の幅Ｃでの各ヒストグラム値が全て細字判定閾値Ｘ
より大きい場合で、かつ、最大黒ラン長が黒ラン長閾値（ＢＫｍａｘ）より小さい場合、
細字文字原稿と判別する。
【００７６】
Ｘ＝文字ピーク値Ｐ２×黒幅判定係数／１６
細字判別範囲Ｃ内の全てのヒストグラム値がＸより大きく、かつ、黒ラン長＜ＢＫｍａｘ
の場合、細字文字原稿と判定する。これ以外の場合、標準文字原稿と判定する。尚、この
黒幅判定係数は例えば４である。
【００７７】
次に、図１７のような写真原稿の判別を行う。前記で文字らしくない判定をした原稿は、
写真原稿の判別条件により、写真原稿と文字／写真原稿を判別する。
【００７８】
写真原稿の判別条件は、条件レジスタとして白幅判定係数レジスタを設け、ピークＰ３の
前後３分割の幅Ｂのヒストグラム値が写真原稿判定閾値Ｚより大きい場合、写真原稿と判
別する。
【００７９】
Ｚ＝ピーク値Ｐ３×白幅判定係数／１６
写真原稿判別範囲Ｂ内の全てのヒストグラム値がＺより大きい場合、写真原稿と判別する
。これ以外の場合、文字／写真原稿と判別する。尚、この白幅判定係数は例えば８である
。上記の原稿判別結果以外の種類に判定される文字／写真原稿の例を図１８に示す。
【００８０】
又、上記の各原稿種類に対応するＡＳＩＣ (application specific IC) は、画質モード設
定用レジスタが設けられる。このＡＳＩＣ画質モード設定用レジスタは、各原稿種類（標
準文字、細字文字、写真、文字／写真）により、原稿画像を画像処理するモード、つまり
、ＡＳＩＣへ設定するパラメータを切り換える画質モードを設定するためのレジスタであ
る。
【００８１】
ＡＳＩＣ画質モード設定は、画像処理部のレンジ補正処理、ノイズ除去とＭＴＦ補正を行
うフィルタ補正処理、拡大／縮小処理、文字／写真／網点領域を識別する像域識別処理、
及び、編集処理、階調処理の処理方法などのパラメータ設定をＣＰＵアクセスにより行っ
ている。
【００８２】
例えば、画質モードが文字、写真、文字／写真の３種類をもつ場合、次のように設定する
。（ａ）標準文字原稿の場合、画質モードを文字モードと設定する。（ｂ）細字文字原稿
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の場合、画質モードを文字モードと設定する。（ｃ）写真原稿の場合、画質モードを写真
モードと設定する。（ｄ）文字／写真原稿の場合、画質モードを文字／写真モードと設定
する。
【００８３】
又、各原稿種類に対応するファクシミリ解像度設定用レジスタが設けられる。このレジス
タは、各原稿種類（標準文字、細字文字、写真、文字／写真）により、ファクシミリ送信
する場合の解像度を設定する。
例えば、ファクシミリ機能として解像度が標準と高精細モードをもつ場合、次のようにす
る。（ａ）標準文字原稿の場合、解像度を標準モード設定とする。（ｂ）細字文字原稿の
場合、高精細モード設定とする。（ｃ）写真原稿の場合、標準モード設定とする。（ｄ）
文字／写真原稿の場合、標準モード設定とする。
【００８４】
次に具体的なファクシミリ自動モード設定送信機能の手順の例を図１のフローチャートを
参照して説明する。コンパネ１７上にはファクシミリ自動モード設定送信機能の切換スイ
ッチ等（図示せず）が設けられ、デジタル複写機の起動時に自動的にモード設定を行うモ
ードと、手動により各モード設定を行うモードとを切り換えることができる。
【００８５】
デジタル複写機の電源投入時、不揮発性メモリＲＯＭ４１に記憶しておいた初期値を、Ａ
ＳＩＣ内の条件設定レジスタとモード設定レジスタに設定する。ファクシミリ自動モード
設定送信機能が選択されている場合（ＳＴ１）、以下の手順により処理を行う。
【００８６】
先ず、ファクシミリ送信する相手先のファクス番号等の設定が行なわれる（ＳＴ２）。次
に、原稿台上に原稿をプリスキャン処理（ＳＴ３）により、原稿サイズ即ち送信サイズ検
知処理と、原稿範囲のヒストグラム処理と、黒ラン長の最大値検出処理を行う（ＳＴ４）
。そして、原稿の送信サイズと、画像濃度を１６分割したヒストグラムと、黒ラン長を画
像処理ＡＳＩＣの専用レジスタからＣＰＵアクセスによりデータを読み出す（ＳＴ５）。
【００８７】
次に、読み出したヒストグラムから原稿判別処理を行う。ここではヒストグラム処理の結
果を表１のように仮定する。
【００８８】
【表１】
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【００８９】
先ず、文字原稿らしさの判別処理を実行する（ＳＴ６）。文字頻度判定閾値（Ｃｔｈ）は
３５００画素とする。
【００９０】
ＷＡ１＝Ｐ１［ｉ－１］＋Ｐ１［ｉ］＋Ｐ１［ｉ＋１］＝２１３３
ＷＡ２＝Ｐ２［ｉ－１］＋Ｐ２［ｉ］＋Ｐ２［ｉ＋１］＝１４９０
ＷＡ＝ＷＡ１＋ＷＡ２＝３６２３
ＷＡ≧Ｃｔｈの条件を満足しているので、文字原稿らしいと判別する。
【００９１】
次に、中間濃度範囲の判別を実行する（ＳＴ１２）。ここで中間濃度判定閾値（Ｐｔｈ）
は２２０（画素）とする。中間濃度範囲Ａ部は、前述の範囲のように分割番号４からＡで
、全て中間濃度判定閾値（Ｐｔｈ）より小さい値のため、文字原稿と判別する。
【００９２】
次に、細字文字原稿の判定を実行する（ＳＴ１３）。黒幅判定係数を４とし、黒ラン長閾
値ＢＫｍａｘを１６０（画素）とする。細字判定範囲Ｃは、前記の範囲（文字ピークの前
後３分割の幅）であるから分割番号ＡからＦである。処理して読み出した黒ラン長（最大
黒ラン長）は２００画素とすると、細字判定閾値Ｘは次のようになる。
【００９３】
Ｘ＝文字ピーク値Ｐ２×黒幅判定係数／１６＝９２８×４／１６＝２３２
細字判定範囲Ｃ内の全てのヒストグラム値がＸより大きく、かつ、黒ラン長＜ＢＫｍａｘ
の条件を満足しないため、標準文字原稿と判定する。　次に、原稿種類が標準文字原稿と
判別されたので、事前に設定しておいた（前記の設定内容）ように、画像処理の画質モー
ドを文字モードと設定し、ファクシミリ送信の解像度を標準モード設定（Ｃ）とする（Ｓ
Ｔ１５）。
【００９４】
以上の処理により求められた原稿種類、及び原稿種類に対応した各モード設定内容をコン
パネ表示させてユーザに確認させる。そのままのモード設定内容では問題がある場合は、
コンパネ操作によりモード設定内容の変更を行った上でファクシミリ送信動作に移る。
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【００９５】
次に、送信サイズと解像度をファクシミリ処理部５６へ送り、原稿読み取り動作（ＳＴ２
０）により原稿を読み取り、設定された画質モードで画像データを処理し（ＳＴ２１）、
処理された画像データを更にファクシミリ処理部へ送る（ＳＴ２２）。
【００９６】
この後、ファクシミリ処理部は、通常のファクシミリ送信手順により、相手先の機能に合
わせて、送信する解像度と送信サイズを再変換する必要がある場合は変換などをしたあと
送信する（ＳＴ２３）。これらのファクシミリ自動モード設定送信の操作は原稿単位に繰
り返えされる。
【００９７】
尚、自動モード設定機能はファクシミリ送信に適用した場合が説明されたが、勿論、本画
像形成装置が原稿画像を複写する場合にも適用できる。このような場合、原稿画像の種類
は自動的に判断され、最適なモードで画像がプリンタ部２で印刷される。
【００９８】
【発明の効果】
本発明により、ファクシミリ機能をもったデジタル複写機で、種類の混在した原稿を送信
する場合でも、ユーザーは送信相手先の設定をするだけでファクシミリ送信に必要な各モ
ードを設定する必要はない。原稿毎に、原稿の画質モードと、ファクシミリ送信する解像
度と、送信サイズの設定を自動的に行うことが可能となる。又、デジタル複写機のファク
シミリ機能設定操作の簡略化が可能となり、ファクシミリ送信時の各種モード設定におけ
る設定ミスや設定忘れを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるファクシミリ自動モード設定送信機能の手順を示すフローチャート
。
【図２】この発明に係る画像形成装置の概略構成を示す断面図。
【図３】この発明に係る画像形成装置の制御系の概略構成を示す図。
【図４】この発明に係る画像形成装置における画像処理部の概略構成を示す図。
【図５】この発明において作成されるヒストグラムを説明するための図。
【図６】補正基準値及びレンジ補正を説明するためのヒストグラム図。
【図７】モード０における副走査ライン数と、それに対応する係数αを説明するための図
。
【図８】この発明の一実施例に係る画像形成装置におけるヒストグラム作成回路の構成を
示すブロック図。
【図９】クロック発生部における入力画素濃度に対応する出力クロック信号のタイミング
を説明するための図。
【図１０】加算値生成部の出力例を示す図。
【図１１】信号ＦＤＡＴの変化に対応する各信号の変化を示す図。
【図１２】信号ＺＤＡＴの加算例を示す図。
【図１３】ヒストグラム作成回路の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図１４】ヒストグラム作成回路の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図１５】ヒストグラム作成回路の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図１６】文字原稿らしさの判別を説明するためのヒストグラム。
【図１７】写真原稿らしさの判別を説明するためのヒストグラム。
【図１８】文字／写真原稿らしさの判別を説明するためのヒストグラム。
【符号の説明】
１…スキャナ部　　　　　　　２…プリンタ部
３…蛍光灯光源　　　　　　　６…感光体ドラム
７…現像装置　　　　　　　　９１…原稿スケール
９２…原稿ガラス　　　　　　１０２…帯電装置
１０４…クリーナユニット　　１０５…転写装置
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１０６…剥離装置　　　　　　１０７…消去装置
１０８…走査ユニット　　　　１１６…レンズユニット

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

(19) JP 3676439 B2 2005.7.27



【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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